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背景② DXリーダーへのインタビュー（JDLA実施）内容 より

デジタルリテラシーの具体（例）
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１.  デジタルリテラシー協議会の活動について 3

日 本 の デ ジ タ ル 人 材 育 成 を 加 速 す る

デジタルリテラシー協議会

2 0 2 1 . 4 . 2 0 設 立

（オブザーバー）
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「 日 本 の デ ジ タ ル 人 材 育 成 を 加 速 さ せ る 」

た め の 官 民 連 携 の 会 議 体 で す 。
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（ オ ブ ザ ー バ ー ）

協 議 委 員 メ ン バ ー
（ ５ ０ 音 順 ）

草野隆史 富田達夫 松尾豊西山圭太安宅和人

東京大学未来ビジョン

研究センター客員教授

日本ディープラーニン

グ協会特別顧問

東京大学大学院工学系

研究科教授

日本ディープラーニン

グ協会理事長

独立行政法人情報処理
推進機構理事長

データサイエンティス
ト協会代表理事

慶應義塾大学環境情報

学部教授

ヤフー株式会社 CSO

データサイエンティス

ト協会理事

4デジタルリテラシー協議会とは？

参 加 団 体
（ ５ ０ 音 順 ）
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デジタルリテラシーとは？

＜ デ ジ タ ル ＞

＜ リ テ ラ シ ー ＞

• リテラシーとは、便利なもの・役立つものに
「アクセスし、活用する能力」のことである。

• それには、対象がどんな性質、これまでにない特性を持っているかを理解していて、
どのようなことに有効かを知っていることが大事。
例：ヘルスリテラシー、金融リテラシー

＜ デ ジ タ ル リ テ ラ シ ー ＞

デ ジ タ ル 技 術 に ア ク セ ス し
目 的 の た め に 使 う 能 力



「全員」に、「全体」を。
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6デジタルリテラシー協議会で推し進めていること
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7「全員」に、「全体」を。

• デジタルの「全体」像を理解するための、全てのビジネスパーソンが持つべきリテラシー範囲を「Di-Lite」として設定



▼「全員」とはなにか？

デジタル人材(例)

• 国民全員が、デジタルを「使う人材」/「作る人材」になるために“リテラシー”を習得

デジタルを
使わない人
（社員・市民）

デジタルを
作らない人

デジタルツール
を使える人

デジタルの使い方を
教える/広める人

デジタルを
使って稼ぐ人

デジタル技術を使って
システムを作る人

ノーコードツールを
使って作れる人

デジタルサービスが
企画・推進できる人

適切なデジタル投資の
意思決定ができる人

デジタルプロジェクトの
方針提示・調整できる人

既存技術を使って
サービスを作れる人

デジタル技術が
目利きできる人

デジタルサービスで
起業する人

デジタルプロジェクトの
評価ができる人

デジタル技術
を発展させる人

デジタルの使い方を
教える/広める人

デジタルを
使う人

（社員・市民）

デジタルを
作る人

社
会
実
装

フィード
バック

8「全員」に、「全体」を。

©︎ 2 0 2 1  D i g i t a l  L i t e r a c y  C o u n c i l



▼「全員」とはなにか？

「全員」に、「全体」を。

• DX時代のビジネスは「デジタルを使う」「デジタルを作る」両輪の人材がいることで推進する

9
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10「全員」に、「全体」を。

▼「全体」とはなにか？

全てのビジネスパーソンが持つべき

デジタル時代の共通リテラシー

• おおよその「全体」＝IT・ソフトウェア×数理・データサイエンス×AI・ディープラーニング



「 D i - L i t e 」 習 得 の た め の C e r t i fi c a t e  P r o g r a m
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➔今後この３領域に留まらず、重要と考えられる要素（知識・スキル・マインド）を順次追加を検討

11「全員」に、「全体」を。

▼「全体」とはなにか？

こ の ３ 試 験 の シ ラ バ ス を 合 わ せ た 範 囲 が
D i - L i t e の 領 域 と 現 状 設 定 さ れ て い ま す 。
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12「全員」に、「全体」を。

▼デジタルリテラシー協議会の活動（共創イメージ）
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草野隆史 富田達夫松尾豊 西山圭太安宅和人

東京大学未来ビジョン研
究センター 客員教授/日
本ディープラーニング協
会 特別顧問

東京大学大学院工学系研
究科 教授/日本ディープ
ラーニング協会 理事長

独立行政法人情報処理推
進機構 理事長

データサイエンティスト
協会 代表理事

慶應義塾大学 環境情報
学部教授/ヤフー株式会
社 CSO/データサイエ
ンティスト協会理事

• IPA デジタルシンポジウム2021 にて、デジタルリテラシー協議会として実施。
• 本資料はその中でなされた提言や議論を基に、一部JDLAにて追加資料を加え作成。

14背景① 10月11日 「デジタルの日」パネルディスカッション

【キーノートⅡ：パネルディスカッション】
DX推進になぜデジタルリテラシーが“今”重要か？〜DX戦略論と育成について〜
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デジタル革命は30−40年前から始まったが、日本は25年眠っていたような状態。爆速でデジタル
化に取り組むことが大事。明治維新を起こした人々のように、ゲリラ的に学ぶパワーで新しいこ
とを起こして欲しい。学びの入口は沢山あったほうがいいので、協議会の3団体それぞれが様々な
入り口を作り仕掛けていきたい。

25年のギャップがあることすら認識できてないことが一番の課題である。会社を構成している個
人が変わらない限り組織は変われない。ここを変えていきたい。あらゆる層にリテラシーをス
ピーディーに身につけてもらえるかが大事。

AIを今更勉強して役に立つのか？と聞かれるが、AIは電気みたいなもので、日本中、世界中に行き
渡る必要がある。つまり、需要に対して圧倒的にデジタル人材の供給が足りていないのが現状。
積極的に学習しデジタル人材を目指していただきたい。

政府に対して、デジタル学習の必要性を啓発し学校の必修科目化を実現した。これかこれからは
デジタルを職業としてきちんと目指せるものにするために、何を身につけるべきか明確に示すべ
きである。また、デジタルチャレンジできる個人を育てるとともに、チャレンジする個人を許容
する社会を作ることが肝要。

“毎日がデジタルの日”と認識し、今日をきっかけに覚醒して、リテラシーの習得に取り組んでい
ただくこと、我々協議会はそれをサポートしていくことが重要。

パネルディスカッションの主要な発言から

草野隆史

富田達夫

松尾豊

西山圭太

安宅和人

15
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背景② DXリーダーへのインタビュー

デジタル思考を会社に取り入れるのが
DXの結論 。言葉の違いをブリッジする、間を
うめるチームを作って会社の中で緩和している。

DXはキャズム理論を追えば成功す
る。超えればモメンタムができる。

DXは会社の仕組みを技術を使いながら変革すこと

であり、目的は企業変革。そこに今はデジタ

ルが来ている。誰も手触り感ないものをみ
なさんにどう理解させるか、プロセスを浸
透させるかなのではないか。

DXはやるべきことはわかっていて、手段がたくさ
んあるだけ。そこに向かう手段はある程度一義に決

まっていくもの。実行する組織体制企業文
化も含めて変えていくのが一番難しく
て大きい。

ＩT・デジタルは一概に言えないが在来ビジネスに
比べると初期に起こることは小さいことが多い。そ

ういう積み重ねでいろんな変化が起きる領域。ト
ライアルを回すメカニズムを会社が仕
組みとして持っておくことが大事。

• 2 0 2 1 年 8 〜 1 0 月 の 間 、 D X を 推 進 す る リ ー ダ ー の 方 々 に J D L A が イ ン タ ビ ュ ー を 実 施 。
• イ ン タ ビ ュ ー に て D X に 必 要 な エ ッ セ ン ス を お 聞 き し た も の を 基 に 、 本 資 料 を 作 成 。

16背景② DXリーダーへのインタビュー

2021年8月〜10月にJDLAが実施したインタビューより



• 大 き な 組 織 変 革 や デ ジ タ ル を 活 用 し た チ ャ レ ン ジ の 裏 に は 、 共 通 し て 、 組 織 能 力 を 上 げ る た
め の プ ロ セ ス が 存 在 。

17

DX推進が成功している
現在の状況

かつての状況
Before DX

DXが成功している組織、DXリーダーへのインタビューから見えたこと

・いくつかの失敗を経て、DXのために「組織能力」を上げるという

長期的アプローチを地道に行っている。

・個人が変わり、組織が変わるという変革プロセスが起こり、

社内全体が活性化し、DXの兆しを掴んでいた

2021年8月〜10月にJDLAが実施したインタビューより
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• 失敗からの学びを元に、「組織能力」そのものを向上させるプロセスを実行。
• 徐々にデジタルへと組織の「マインドセットチェンジ」を実行し、社内全体が活発化、DXの兆しを掴む。
• その後、大胆な意思決定を経て、組織・業務変革と大規模投資を実行。

見えてきた共通の成功プロセス（DXインタビュー*より）

DXのために「組織能⼒」を上げる意思決定

評価とDX戦略の明確化

出島prjの設置

PoC実施

社内啓蒙

頓挫・・・

・
・
・

失敗からの学び 「 組織能⼒」 向上と DXの兆し

⼤胆な意思決定

組織・ 業務変⾰と投資

大きな成功の実現

期待の⾼まり

更なる変革

DX拡⼤

マ
イ
ン
ド
セ

ト

チ

ン
ジ

構造改革
の可能性

価値創造
の種

Ｄ
Ｘ
の
兆
し

変⾰推進チームを作る

⼩さな成功事例を作る

デジタルリテラシー向上

社内全体の活発化

デジタルな組織・アジャイルな業務サイクルのための
システムの環境整備

2021年8月〜10月にJDLAが実施したインタビューより
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波及効果

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
チ
ェ
ン
ジ

ある組織X（例：営業） ある組織Y（例：開発・運用）

！

！

！

デジタルへの受容性向上

変革マインドの
強い人材 ＋

変革の武器として
デジタル

！ ！

相互理解と連携

！

！

！

デジタルへの受容性向上

波及効果

変革推進チームを作る

デジタルリテラシー向上のための施策

小さな成功事例を作る

社内全体の活発化 DXの兆し

継続
学習

継続
学習

継続
学習

19マインドセットチェンジの最初の一手は「デジタルリテラシー向上」
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• また、更にマインドセットチェンジのプロセスと構造を開くと、デジタルリテラシー向上施策をまず実施していきながら、「デジタルの受容
性向上」と「変革の武器としてのデジタルを持たせる」ことを組織ごとに実現していた。
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ニーズ

視点

ゴール

実施例

評価例

人材不足からくる社内人材育成

個々人の能⼒

個人の活躍

部署・個人へ人事が実施

個々人の能⼒評価

DXのための組織能力向上

組織全体での能⼒

マインドセットチェンジ

組織全体で人事＋組織長が実施

組織変化への貢献

今までのアプローチ DXのアプローチ両方が必要

DXにおいては「組織視点での人材育成」アプローチも必要になる



21組織という点において、企業だけとは限らない

企業 行政 市民団体大学

組織として変化が必要な点とプロセスは共通的



リテラシー

他スキル
の必要性

学 習 方 法

1.議論できる

2.対話できる

1.基礎知識の理解

2.基本機能の理解

１. 基礎・機能を
理解する
リテラシー

２. 議論・対話
できる
リテラシー

1. 判断できる
３. 判断のための

リテラシー

知識型

ケース
スタディ型等

その他の
手法の必要性

まず始めるべきは「全員」が「全体」を理解する
「デジタルリテラシー」のレベルから

• 現状の「Di-Lite」領域で推奨している３つの検定は、知識型で全体を理解できるもの
• 今後は、さらに学習方法とレベルを広げていくことが求められる

デジタルリテラシーレベル

22
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DS_グルーピング

DS_サンプリング

DS_データ加工

DS_パターン発見

DS_意味合いの抽出、
洞察

DS_音声/音楽処理

DS_画像・動画処理

DS_基礎数学

DS_機械学習技法

DS_検定/判断

DS_データの理解・検
証

DS_言語処理

DS_時系列分析

DS_性質・関係性の把
握

DE_ITセキュリティ

DE_データ加工

DE_データ構造

DE_データ収集

DE_データ蓄積

DE_プログラミング

DE_環境構築

DE_データ共有

DS_分析プロセス

DS_予測

BZ_データ入手

BZ_ビジネス観点のデー
タ理解

BZ_活動マネジメント

BZ_契約・権利保護

BZ_行動規範

BZ_事業への実装

BZ_論理的思考

BZ_課題の定義

1.探索・推論

1.知識表現

1.深層学習

2.トイプロブレム

2.フレーム問題

2.弱いAI、強いAI

2.身体性

2.シンボルグラウンディン
グ問題

1.機械学習

2.特徴量設計

2.チューリングテスト

2.シンギュラリティ

3.代表的な手法
（教師あり学習、教師
なし学習、強化学習）

3.データの扱い

4.ニューラルネットワーク
とディープラーニング

4. 既存のニューラルネッ
トワークにおける問題

4.ディープラーニングのア
プローチ

4.CPU と GPU

4.ディープラーニングの
データ量

4.活性化関数

3.評価指標

4.学習率の最適化

4.更なるテクニック

5.CNN

5.深層生成モデル

5.音声処理と自然言
語処理分野

5.RNN

5.深層強化学習,ロボ
ティクス,マルチモーダル

5.モデルの解釈性とその
対応

5.画像認識分野での
応用

6. AIプロジェクトの計画

6.データ収集

6.実装・運用・評価

6.法律（個人情報保
護法・著作権法・不正
競争防止法・特許法）

6.契約

6.倫理

6.現行の議論（プライバシー、
バイアス、透明性、アカウンタビリ
ティ、ELSI、XAI、ディープフェイ
ク、ダイバーシティ）

6. 加工・分析・学習

1.企業活動

1.法務

2.経営戦略マネジメント

2.技術戦略マネジメント

2.ビジネスインダストリ

3.システム戦略

3.システム企画

4.開発技術

4.ソフトウェア開発管理
技術

5.プロジェクトマネジメン
ト

6.サービスマネジメント

6.システム監査

7.基礎理論

7.アルゴリズムとプログラ
ミング

8.システム構成要素

8.ソフトウェア

8.ハードウェア

8.コンピュータ構成要素

9.ヒューマンインター
フェース

9.マルチメディア

9.ネットワーク

9.セキュリティ

9.データベース

データサイエンス検定
リテラシーレベル

各 検 定 で 求 め ら れ る 知 識 （ シ ラ バ ス の 中 分 類 ）

G検定 ITパスポート試験

各 検 定 で 求 め ら れ る 知 識 を 再 整 理 （ 次 ス ラ イ ド ）
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現 状 の D i - L i t e 領 域 の 要 素 （ 案 ）

DS_グルーピン
グ

DS_サンプリン
グ

DS_データ加工

DS_パターン発
見

DS_意味合いの
抽出、洞察

DS_音声/音楽処
理

DS_画像・動画
処理

DS_基礎数学

DS_機械学習技
法

DS_検定/判断

DS_データの理
解・検証

DS_言語処理

DS_時系列分析

DS_性質・関係
性の把握

DE_ITセキュリ
ティ

DE_データ加工

DE_データ構造

DE_データ収集

DE_データ蓄積

DE_プログラミ
ング

DE_環境構築

DE_データ共有

DS_分析プロセ
ス

DS_予測

BZ_データ入手

BZ_ビジネス観
点のデータ理解

BZ_活動マネジ
メント

BZ_契約・権利
保護

BZ_行動規範

BZ_事業への実
装

BZ_論理的思考

BZ_課題の定義

1.探索・推論

1.知識表現

1.深層学習

2.トイプロブレ
ム

2.フレーム問題

2.弱いAI、強い
AI

2.身体性

2.シンボルグラ
ウンディング問
題

1.機械学習

2.特徴量設計

2.チューリング
テスト

2.シンギュラリ
ティ

3.代表的な手法
（教師あり学習、教
師なし学習、強化学
習）

3.データの扱い

4.ニューラル
ネットワークと
ディープラーニ
ング

4. 既存のニュー
ラルネットワー
クにおける問題

4.ディープラー
ニングのアプ
ローチ

4.CPU と GPU

4.ディープラー
ニングのデータ
量

4.活性化関数

3.評価指標

4.学習率の最適
化

4.更なるテク
ニック

5.CNN

5.深層生成モデ
ル

5.音声処理と自
然言語処理分野

5.RNN

5.深層強化学習,
ロボティクス,マ
ルチモーダル

5.モデルの解釈
性とその対応

5.画像認識分野
での応用

6. AIプロジェク
トの計画

6.データ収集

6.実装・運用・
評価

6.法律（個人情報保
護法・著作権法・不
正競争防止法・特許
法）

6.契約

6.倫理

6.現行の議論（プライバ
シー、バイアス、透明性、ア
カウンタビリティ、ELSI、
XAI、ディープフェイク、ダ
イバーシティ）

6.加工・分析・
学習

1.企業活動
1.法務

2.経営戦略マネ
ジメント

2.技術戦略マネ
ジメント

2.ビジネスイン
ダストリ

3.システム戦略

3.システム企画

4.開発技術

4.ソフトウェア
開発管理技術

5.プロジェクト
マネジメント

6.サービスマネ
ジメント

6.システム監査

7.基礎理論

7.アルゴリズム
とプログラミン
グ

8.システム構成
要素

8.ソフトウェア

8.ハードウェア

8.コンピュータ
構成要素

9.ヒューマンイ
ンターフェース

9.マルチメディ
ア

9.ネットワーク

9.セキュリティ
9.データベース

ITシステム

データベース

プログラミング

システム環境

プロジェクト
マネジメント

ITセキュリティ

契約/法務

人工知能分野

非構造化データ処理

データ抽出・加工

ビジネス実装課題設定

態度・思考

データ収集

数学

分析・ディープラーニング

IT・ソフトウェア×数理・データサイエンス×AI・ディープラーニング リテラシー

前 提 理 論

ビ ジ ネ ス 推 進 リ テ ラ シ ー
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資料Agenda

デジタルリテラシー協議会の活動について

DX推進になぜデジタルリテラシーが“今”重要なのか？

1.

2.

3.

4.

背景① 10月11日 「デジタルの日」パネルディスカッション内容 より
背景② DXリーダーへのインタビュー（JDLA実施）内容 より

デジタルリテラシーの具体（例）

デジタル人材に関する仮説と重要な観点（JDLA）



DXを進める企業等におけるビジネスパーソンの人材像(仮説)

DX推進の「マインドセット」 • 今日現在、DXを推進しているリーダーが持って
いる組織変革に関するマインドセットのコア部
分を理解・体得し、同等のことを複数人で連携
しながら実行できる人材。

• 停滞しがちなDXを進めることができる人物で、
主に変革チームに属するが、既存組織内で活躍
するパターンもありうる。

※アーキテクトと類似点はあるが、組織を動かすところをゴールと置
いて行動する点が重要。また、DX推進人材との掛け合わせ（例：
データサイエンティスト×DXアクセラレーター）も可能。

27【 JDLA仮説】デジタル推進に必要な人材の要素

現状議
論

加えて
必要なこ

と

• これらから、現状議論されている人材像に加えて、マインドセットの要件が必要なのではないかと考えられる（専門スキルとの掛け合わせ）。
• また、専門スキルを持っていなくとも、そのマインドセットを持った人材は○○人材と呼ぶべき推進人材となりうるのではないか。

DX推進人材

1

2-A

マインド
セット

♥

DX推進の「マインドセット」

UI/UX
デザイナー

データサイエン
ティスト

アーキテクト

デジタル技術を
理解して、ビジネ
スの現場におい
てデジタル技術
の導入を行う全
体設計ができる
人材

統計等の知識を元
に、AIを活用して
ビッグデータから新
たな知見を引き出
し、価値を創造す
る人材

顧客との接点に
必要な機能とデ
ザインを検討
し、システムの
ユーザー向け設
計を担う人材

サイバーセキュリ
ティスペシャリスト

業務プロセスを支
えるITシステムを
サイバー攻撃の脅
威から守るセキュリ
ティ専門人材

エンジニア・
オペレータ

クラウド等のデジタ
ル技術を理解し、
業務ニーズに合わ
せて必要なITシス
テムの実装やそれを
支える基盤の安定
稼働を実現できる
人材

2-B

専門スキル

専門経験



【JDLA仮説】デジタル人材の成長ステップ、キャリア分化

※成長プロセス≠階層構造ではないことに注意

1：デジタル知識
2−A：マインドセット

2−B：専門スキル

Di-Lite人材（仮） DX推進人材

3：現場実践

DXリーダー（仮）

ステージ
ゲート

ステージ
ゲート

1：pyhtonが
分かる・書ける

2−A：ビジネス感覚

2−B：導入ノウハウ

エンジニアスキル AI社会実装人材（仮）

3：中小企業との
協働プログラム

AIリーダー（仮）

試験 選考AIQuest
の例

人材PF
の仮説

・ビジネス出自、エンジニア出
自が双方おり、共通して一定手
は動かせる。

・継承しにくい暗黙知を学ぶ
・受講生同士の得意分野が共有さ
れ、集合知として学び合い、自分の
得意分野を意識する

・さらに想定外の個別性や正解の無
い中で暗黙知を昇華させる
・相手のいる世界で情理も学ぶ

・DXを捉える際に必要な知識
を持っている
・あらゆるバックボーンの人間
がデジタルを理解し受容性があ
がる。

・DX推進をしているリーダーが
持っているマインドセットのコア
部分を理解、体得する
・DX推進人材としての自分の軸足
（専門性）が発展する

・さらに想定外の個別性や正解の無
い中で暗黙知を昇華させる
・相手のいる世界で情理も学ぶ

段階

1：解像度が上がる
2：徐々にキャリア

分化する
3：現場で実践する

測
る

測
る

28



29【JDLA仮説】デジタル（D）に加えてDX推進に必要となる「変革スキル（X）」

• この要素は、全社を動かす“大きな動き”の場合も、部門やサービス単位で動かす“小さな動き”の場合でも同様に必要。
• それぞれの要素をスペシャリストレベルに身につけるのではなく、この全体を捉えて各所各人と連携して実行できるスキルレベルが重要

Before DXの
現状把握

・現業の理解
・組織把握
・定量的評価

課題設定
・組織（人）の能力
・文化、組織構造
・システム、データ

DX推進設計
・価値（サービス）
・技術的
・組織的

人材・組織・シス
テム・データ

・人材育成
・システム、データ投資

プロジェクト実行
・小さな成功で動かす
・従業員を巻き込んで新
たなチャレンジを創出
・大きなプロジェクト化 投資評価

・財務指標に留まらず評
価し、社内投資を獲得

人材評価
・既存人事評価にとらわ

れず、DX人材を評価

見立てる 仕立てる 動かす

デジタルリテラシー
（IT＋DS＋DL＋α）

形
式
知

形
式
知
＋
暗
黙
知

（D）

（X）



30（参考）どう育成するか？の例

• DXアクセラレーターを育成する場合は、これを下記の例のようにプログラム設計することが可能ではないかと考えられる。
• この要素のブラッシュアップと、プログラム構成の磨き込みは、やりながら磨いていくことが必要。

Before DXの
現状把握

・現業の理解
・組織把握
・定量的評価

課題設定
・組織（人）の能力
・文化、組織構造
・システム、データ

DX推進設計
・価値（サービス）
・技術的
・組織的

人材・組織・シス
テム・データ

・人材育成
・システム、データ投資

プロジェクト実行
・小さな成功で動かす
・従業員を巻き込んで新
たなチャレンジを創出
・大きなプロジェクト化 投資評価

・財務指標に留まらず評
価し、社内投資を獲得

人材評価
・既存人事評価にとらわ

れず、DX人材を評価

見立てる 仕立てる 動かす

ある企業のDX推
進役に就任し、
社長からDX-Ready
な組織にしろと
いう要望。社内
の現状を把握す

ることに

DXに必要な何が
足りていないの
か？組織で大事
に維持すべきポ
イントは何か？
組織間連携は取
れているか？

どんなプロジェクトを推
進していくのか？

必要な人材育成やシステ
ム、データの投資は何

か？

プロジェクトを実行し、それによって
どう組織を動かしていくか？

どう適切に評価する（経営陣に評価を
勝ち取る）か？

（例）



現 状 の D i - L i t e 領 域 の 要 素 （ 案 ）

DS_グルーピン
グ

DS_サンプリン
グ

DS_データ加工

DS_パターン発
見

DS_意味合いの
抽出、洞察

DS_音声/音楽処
理

DS_画像・動画
処理

DS_基礎数学

DS_機械学習技
法

DS_検定/判断

DS_データの理
解・検証

DS_言語処理

DS_時系列分析

DS_性質・関係
性の把握

DE_ITセキュリ
ティ

DE_データ加工

DE_データ構造

DE_データ収集

DE_データ蓄積

DE_プログラミ
ング

DE_環境構築

DE_データ共有

DS_分析プロセ
ス

DS_予測

BZ_データ入手

BZ_ビジネス観
点のデータ理解

BZ_活動マネジ
メント

BZ_契約・権利
保護

BZ_行動規範

BZ_事業への実
装

BZ_論理的思考

BZ_課題の定義

1.探索・推論

1.知識表現

1.深層学習

2.トイプロブレ
ム

2.フレーム問題

2.弱いAI、強い
AI

2.身体性

2.シンボルグラ
ウンディング問
題

1.機械学習

2.特徴量設計

2.チューリング
テスト

2.シンギュラリ
ティ

3.代表的な手法
（教師あり学習、教
師なし学習、強化学
習）

3.データの扱い

4.ニューラル
ネットワークと
ディープラーニ
ング

4. 既存のニュー
ラルネットワー
クにおける問題

4.ディープラー
ニングのアプ
ローチ

4.CPU と GPU

4.ディープラー
ニングのデータ
量

4.活性化関数

3.評価指標

4.学習率の最適
化

4.更なるテク
ニック

5.CNN

5.深層生成モデ
ル

5.音声処理と自
然言語処理分野

5.RNN

5.深層強化学習,
ロボティクス,マ
ルチモーダル

5.モデルの解釈
性とその対応

5.画像認識分野
での応用

6. AIプロジェク
トの計画

6.データ収集

6.実装・運用・
評価

6.法律（個人情報保
護法・著作権法・不
正競争防止法・特許
法）

6.契約

6.倫理

6.現行の議論（プライバ
シー、バイアス、透明性、ア
カウンタビリティ、ELSI、
XAI、ディープフェイク、ダ
イバーシティ）

6.加工・分析・
学習

1.企業活動
1.法務

2.経営戦略マネ
ジメント

2.技術戦略マネ
ジメント

2.ビジネスイン
ダストリ

3.システム戦略

3.システム企画

4.開発技術

4.ソフトウェア
開発管理技術

5.プロジェクト
マネジメント

6.サービスマネ
ジメント

6.システム監査

7.基礎理論

7.アルゴリズム
とプログラミン
グ

8.システム構成
要素

8.ソフトウェア

8.ハードウェア

8.コンピュータ
構成要素

9.ヒューマンイ
ンターフェース

9.マルチメディ
ア

9.ネットワーク

9.セキュリティ
9.データベース

ITシステム

データベース

プログラミング

システム環境

プロジェクト
マネジメント

ITセキュリティ

契約/法務

人工知能分野

非構造化データ処理

データ抽出・加工

ビジネス実装課題設定

態度・思考

データ収集

数学

分析・ディープラーニング

IT・ソフトウェア×数理・データサイエンス×AI・ディープラーニング リテラシー

前 提 理 論

ビ ジ ネ ス 推 進 リ テ ラ シ ー
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一般的な認識の育成プログラム

• 知識を身に着けて、積み上げる
• 資格を取得し○○を理解しているとな
る

• 更に知識と知恵を身につける
• 形式知では表せない暗黙知を学ぶ

• 実戦でしか学べない個別性や突発的な
問題に対応する⼒を身につける

デジタル時代の育成プログラム

知識レイヤー

疑似経験レイヤー

実戦
レイヤー

不可逆なブロック積み上げ型 アジャイル型

プログラム自体をアップデートする仕組みを含めて、育成プログラムである。
フィードバックループやバックプロパゲーションの仕組みが求められる。

【重要な観点】アジャイル型の育成プログラム 32

育成プログラム構造



【重要な観点】アップデートする仕組みの要素と関係の構築 33

主観的要素 客観的要素対象となる育成プログラム

プログラム参加者

企業

受講生同士

スコア（データ）

• 参加時アンケート
• 卒業後アンケート
• インタビュー
• アルムナイ

• 人物への企業評価
• 受講生評価
• データ評価

集めるための
システムとインセン
ティブの関係構築

このアップデートする仕組みに必要な「システム」や「インセンティブ」の設計は
育成内容や育成対象や育成主体によって、分けないようにしていくべき。



参考資料

34



「デジタルリテラシー向上」が受容性向上の波を起こす

・全社員に対し、それぞれの経営層、デジタル部門、事業部門と役割別に
必要なデジタル基礎教育を実施する“学校”を開設した。

デジタルリテラシー向上の取組み例

！

！

！

デジタルの受容性向上
への波が起きる

・全くわからない怖いものから、
知っている使えるものへ

・継続により組織に波及効果が
徐々に浸透していく

波及（インフルエンス）

波及効果

・社員の身近な業務をIT業界的なデジタルを使った業務に切り替させることで
デジタル化のインパクトを実感させる。
（会議をTV会議化し、資料は事前にSlackでデータ共有、質疑を行い、議事録を配布、等）

・社員の中で、デジタル技術やツールの良さを広めたいと考えている人間を
“アンバサダー”“インフルエンサー”として認定し、社内報や情報共有スペースなどでの
発信を支援し、表彰などを実施。

・全従業員に対し、外部検定試験の受講費を支援し、さらに昇給や報奨の条件に組み込むこと
で受講奨励を実施。

2021年8月〜10月にJDLAが実施したインタビューより

35

DXのために「組織能⼒」を上げる意思決定

評価とDX戦略の明確化

出島prjの設置

PoC実施

社内啓蒙

頓挫・・・

・
・
・

失敗からの学び 「 組織能⼒」 向上と DXの兆し

⼤胆な意思決定

組織・ 業務変⾰と投資

大きな成功の実現

期待の⾼まり

更なる変革

DX拡⼤

マ
イ
ン
ド
セ

ト

チ

ン
ジ

構造改革
の可能性

価値創造
の種

Ｄ
Ｘ
の
兆
し

変⾰推進チームを作る

⼩さな成功事例を作る

デジタルリテラシー向上
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マインドセットチェンジ プロセス詳細①



変革推進チームを作る取組み例
変革の武器としての

デジタルを使って事例を
創出する

・デジタルを問わず、変革
マインドの強い人材を用いる

・変革の武器として、デジタル
を身に着けさせる、デジタル
に強い人材と協働させる

・組織にとって象徴的な小さな
事例をチームで創出する

変革マインド
の強い人材 ＋

変革の武器と
してデジタル

・どちらかと言えば今まではマネジメントが難しかった、
現状を問題と考えて変えようとしている人材を集めて、社内で議論する場を設け、
その中から人材を選出した。

・人材登用のいくつかのパターンを実施した結果、
社内では海外赴任経験者が変革マインドが強いことがわかり、彼らを中心に集めて
デジタルを身に着けさせたところ奏功した。

・社外から信頼できるリーダーを招へいし、その人物が考えるチームにふさわしい人材を
社内外から集めた。結果、今までは評価していなかった人物を抜擢することが増え、
新たな人材要件を定めた。

・社内の事業に精通していてシステム部門経験がある者と、社内のシステムやプロセスに
精通していてビジネスに関心が強い者と、デジタルに精通している社外から採用した者を
一つのチームに組み込んだ。

2021年8月〜10月にJDLAが実施したインタビューより

「変革推進チーム」が事例を創出する

マインドセットチェンジ プロセス詳細② DXのために「組織能⼒」を上げる意思決定

評価とDX戦略の明確化

出島prjの設置

PoC実施

社内啓蒙

頓挫・・・

・
・
・

失敗からの学び 「 組織能⼒」 向上と DXの兆し

⼤胆な意思決定

組織・ 業務変⾰と投資

大きな成功の実現

期待の⾼まり

更なる変革

DX拡⼤

マ
イ
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ド
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ト
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ン
ジ

構造改革
の可能性

価値創造
の種
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し

変⾰推進チームを作る

⼩さな成功事例を作る

デジタルリテラシー向上

社内全体の活発化

デジタルな組織・アジャイルな業務サイクルのための
システムの環境整備
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小さな成功事例を作る取組み例

社内全体を活発化

組 織 間 の 相 互 理 解 と 連 携
更 な る 受 容 性 向 上

・小さな成功事例が組織全体
に知れ渡る

・類似や発展型のトライアル
を奨励

・学習と実践のサイクルを
継続的に回し続ける

・今ある組織の文化や価値観に変に抗いすぎないようにする
（品質を上げる改善活動にうまくデジタルのエキスを織り込む、等）。
成功事例によって、改善活動と革新活動を行っているチームの協働が起きる。

・改善とDXという正反対のように映るものに対し、守り（改善）と攻め（変革）のDXという
成功の定義をし、守りから始めて攻めに転じるプロセスとして、まず改善をデジタルで
行う成功事例を作った。

・現場の若手に、品質ではなく２週間と納期を切ってやらせたところ、ラズパイで測定した
データをクラウドに上げるところまでできた。
すると、自然とあれもできるこれもできる、予算が欲しいと自走し始めた。

・異常検知AIの実装が成功したことをプレスリリースしたことで社内への影響が大きかった。
できるんだ、やったら評価されるんだ、と。やってみようという部署が自然発生的にでてきた。

2021年8月〜10月にJDLAが実施したインタビューより

「小さな成功事例」が社内全体を活発化する

マインドセットチェンジ プロセス詳細③
DXのために「組織能⼒」を上げる意思決定

評価とDX戦略の明確化

出島prjの設置

PoC実施

社内啓蒙

頓挫・・・

・
・
・

失敗からの学び 「 組織能⼒」 向上と DXの兆し

⼤胆な意思決定

組織・ 業務変⾰と投資

大きな成功の実現

期待の⾼まり

更なる変革

DX拡⼤

マ
イ
ン
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ト
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ン
ジ

構造改革
の可能性

価値創造
の種

Ｄ
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変⾰推進チームを作る

⼩さな成功事例を作る

デジタルリテラシー向上

社内全体の活発化

デジタルな組織・アジャイルな業務サイクルのための
システムの環境整備
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